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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年６月30日に提出いたしました第39期（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

独立監査人の監査報告書

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

（訂正前）

強調事項

１．　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は平成25年３月期に引続き平成26年３月期におい

ても営業利益を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在している。なお、当

該状況に対する改善策については当該注記に記載されているが、当該改善策等を進めるための資金調達の面にお

いて重要な不確実性が認められるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。財務

諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響を財務諸表には反映していな

い。

 

（訂正後）

強調事項

１．　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は平成25年３月期に引続き平成26年３月期におい

ても営業損失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在している。なお、当

該状況に対する改善策については当該注記に記載されているが、当該改善策等を進めるための資金調達の面にお

いて重要な不確実性が認められるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。財務

諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響を財務諸表には反映していな

い。
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